
「学校の在り方」協和地区協議会を設立、第１回協議会を開催しました

令和６年９月11日

発　行：「学校の在り方」協和地区協議会
問合せ：教育委員会義務教育学校整備課　☎２２－０１９１

■筑西市の学校の適正規模・適正配置とは

■複式学級とは

■協和地区の現況と令和12年度の見込み

〈小規模校のメリット〉〈小規模校のメリット〉
・
・

〈小規模校のデメリット〉〈小規模校のデメリット〉
・
・

協和地区協議会だより協和地区協議会だより

令和６年度 令和12年度見込み※
 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計学年

児童数
学級数
児童数
学級数
児童数
学級数

学校名
古里小

新治小

小栗小

 12 11 28 17 18 11 97
 1 1 1 1 1 1 6
 58 64 63 68 56 60 369
 2 2 2 2 2 2 12
 13 8 16 24 21 14 96
 1 1 1 1 1 1 6

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
 10 16 14 18 14 16 88
 1 1 1 1 1 1 6
 32 47 42 54 38 50 263
 1 2 2 2 2 2 11
 5 9 7 10 14 10 55
 1 1 1 1 1 1 6

【明野五葉学園の学校の様子など】
・

・

・

第２回協議会を開催しました

先進地として「明野五葉学園」を視察しました（第３回協議会）

第４回協議会を開催しました

■義務教育学校とは

小学校の統合（３校→１校） 義務教育学校（施設一体型）の設置

古里小学校及び小栗小学校を閉校し、新治小学校に
統合する。

古里小、新治小、小栗小及び協和中学校を閉校し、
義務教育学校を協和中学校の敷地に新設する。

※明野五葉学園と同じパターン
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協和中学校区の保護者との意見交換会を開催

令和６年11月27日

発　行：「学校の在り方」協和地区協議会
問合せ：教育委員会義務教育学校整備課　☎２２－０１９１

■意見交換会であがった主な意見

協和地区協議会だより協和地区協議会だより

【小学校の統合（３校→１校）の意見】
　•児童減少は待ったなしの状況。３校の子どもたちをいち早く一緒にさせたい。
　•従来の「小学校」「中学校」という形を残すことは大切。運動会・式典なども別々に行うべき。
　•今後も子どもが減少するのに多額の予算を使って義務教育学校を新設するのは税金の無駄では。
【義務教育学校の設置（施設一体型）の意見】
　•義務教育９年間の系統性・連続性のある小中一貫教育に期待したい。
　•中一ギャップの解消が期待できる。
　•施設の老朽化が懸念されるので、この際進めていく方向が良いと思う。

協和中学校区の保護者を対象にアンケートを実施

■アンケート結果（抜粋）

協和地区における学校の適正配置の方向性として、何が適当だと思いますか。

回答期間：９月17～26日（10日間）
対 象 者：協和中学校区の小中学校及び保育施設の保護者　※子どもが複数いる場合も回答は１回のみ
回答方法：いばらき電子申請・届出サービスを利用したWEBアンケート
回 答 数：402人　（回答率：54.1％）
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全体

義務教育学校（施設一体型）の
設置
小学校の統合（３校→１校）
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学年別（人）※

※子どもが複数いる場合は、最年少の学年で集計
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第５・６回協議会を開催

「学校の在り方」協和地区協議会としての意見書を提出

　本協議会では、「学校の在り方検討委員会」の答申に基づき、本年５月から協和中学校区における学
校の在り方を協議してきました。
　その結果、「協和中学校の敷地に施設一体型の義務教育学校を設置する方向」で検討を進めていくべ
き、との意見が多数を占めました。
　つきましては、これまでの協議の中で挙がった義務教育学校の設置に係る疑問点や課題を精査の上、
より具体的な検討を進めていただくよう、下記の附帯意見を添えて意見書を提出します。
　なお、協和中学校区の小学校を新治小学校へ統合すべき、との意見も少なからずあったことから、
今後の検討にあたっては、保護者や地域住民への十分な周知や説明をお願いします。

記

１　附帯意見
•　より多くの保護者や地域住民の意見を聴くとともに検討状況の情報発信を図り、地域の合意形
成に努めること。

•　早急な学校の統合を望む声があることから、できる限り早期に具体的な検討を開始すること。

•　さらなる児童生徒数の減少が見込まれる中で、多大な予算をかけて施設を整備することに疑問
を持つ声があることから、施設の共有化を図りつつ、将来的な児童生徒数を見据えた施設を整備
すること。

•　校舎や遊具の設置によって運動場が狭くなることを懸念する声があることから、敷地の拡張を
含め、施設の配置を十分に検討すること。

•　協和中学校周辺の道路状況により通学時の危険性を心配する声があることから、スクールバス
の運行経路や通学路を十分に検討し、児童生徒の安全を確保すること。

•　児童生徒間のトラブルを心配する声があることから、教員間の連携を密にし、義務教育学校の
メリットを活かした適切な交流を図ること。また、前期過程の高学年に対しては自立と自覚を得
る機会の創出に努めること。

■協和中学校区における学校の在り方について（意見書）（全文）
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保護者説明会・住民説明会が開催されました

義務教育学校・協和地区準備委員会を発足しました

発行：筑西市義務教育学校・協和地区準備委員会

令和７年８月発行

協和地区準備委員会だより協和地区準備委員会だより

準備委員会の構成

準備委員会の役割と検討事項

開
校

「協和地区義務教育学校整備事業　基本構想・基本計画」が策定されました

整備スケジュール

施設整備の基本方針

小中一貫教育に適した機能的でコンパクトな施設１
・最善な校内動線を検討したまとまりある施設配置
・児童生徒間の交流を適切に行える交流拠点
・９年間の系統性ある教育を連携して行える管理関係室

誰もが明るく快適に過ごせる施設2
・内装材の木質化等、温かみと潤いのある教育空間
・バリアフリー化、ユニバーサルデザインの導入
・ニーズに応じた多様な学びの場

確かな学力を育む施設３
・多様な学習形態に対応し、主体的・対話的な学びが可能な施設
・きめ細かい指導を行える学習環境
・ICT技術を活用でき、技術の進展に対応する環境

安全・安心で維持管理のしやすい施設４
・自然災害に対して安全性を確保した災害に強い施設
・全体的な防犯計画を検討し、児童生徒及び教職員が安心して過ごせる施設
・安全なスクールバスの動線や乗降場の計画
・ライフサイクルコスト（LCC）縮減、維持管理のしやすい施設

将来の公共施設複合化を見据えた施設５
・将来的な学びの変化や児童生徒数の減少等に柔軟に対応できる施設
・施設の一部を地域に開放できるような施設配置
・将来的に、地域の生涯学習やコミュニティの活動の場としても利用が可能な施設配置

〈問い合わせ〉筑西市教育委員会義務教育学校整備課　　TEL：0296－22－0191　FAX：0296－22－0185

右の二次元コードから送信していただくか、
協和コミュニティセンターに設置してある用紙に
ご記入のうえ、ご意見箱に投函してください。
　いただいたご意見は、今後の協議の参考とさせていただきます。

ご意見をお寄せください

「基本構想・基本計画」の
詳しい内容については、
市ホームページでご確認
ください。

施設
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